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第 2章 地域福祉を取り巻く現状 

 

第 1節 和寒町の地域福祉の現状 

 

人口構成の推移 

64 歳以下は、大通りや仲町など一部の自治会を除き減少し全体で 188 人減。65 歳

～74歳は減っているところが多く全体で 59人の減。75歳以上は全体で 1人増。全体

として 4年間で 246人減。 

高齢化率(65歳以上人口/総人口)は 43.2％から 44.7％に上昇。 
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世帯構成の推移 

全体では、芳生苑を除くと 65世帯減だが、独居世帯は 16世帯増。65歳以上のみの

世帯は 12世帯減。その他の世帯は 69世帯減。人口同様、減少傾向だが、高齢者のみの

世帯率が 44.5％から 46.9％に、高齢独居世帯率は 25.5％から 27.9％に増えている。 
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保育所入所児童の推移 

平成 29 年度から入所児童が減少。出

生数が 10 人を下回ることが見込まれる

ことから、今後さらに入所児童が減少す

ることが予想される。 

 

 

要介護（支援）認定率※の推移 

人口減少とともに高齢者の人口も減っ

ていくが、認定率は 20％後半から 21％

台を推移していくものと推測される。 

 

ひとり親世帯の推移 

世帯数が減少傾向だったが、離別や転

入により令和 2年度は増加。今後も女性

の社会進出や家族環境により増加するこ

とも予想される。 

 

 

生活保護世帯の状況 

死亡や転出で減少となるが、新たに対

象となる世帯があるため、保護世帯は大

きく変動していない。 

 

 

 

 

※第１号被保険者(65歳以上)のうちの要介護・要支
援認定者の率 
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第 2節 アンケート調査の結果 

和寒町の地域づくりのためのアンケート調査（抜粋） 

 

問１ ご近所とのお付き合いをどの程度していますか 

「あいさつをする程度」が 31.0％と最も多く、次いで「何か困ったときに、助け合える程度」が

27.6％、「立ち話をする程度」が 26.3％、「お互いに、訪問しあう程度」が 9.3％、「ほとんど付き

合いはない」が 3.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 地域で助けられたり、支えられたりと感じたことはありますか 

「ある」が70.4％と最も多く、次いで「わからない」が14.3％、「ない」が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6

9.3

26.3

31.0

3.0

2.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

何か困ったときに、助け合える程度

お互いに、訪問しあう程度

立ち話をする程度

あいさつをする程度

ほとんど付き合いはない

無回答

ｎ=699

ある 70.4%

ない 14.0%

わからない 14.3%
無回答 1.3%

ｎ=699

令和 2年 8月 24日～9月 7日 郵送調査法により 1,500世帯に配付 

有効回収数 699票 有効回収率 47％ 結果報告書は別冊 
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問４ 地域で助け合い・支え合いの輪を広げていくために、特に必要だと思うことはど

のようなことですか（複数回答） 

「地域に住む人同士が互いに理解しあい、助け合う意識を深めること」が 51.6％と最も多く、

次いで「住民自らが地域のつながりをもつように心がけること」が 47.4％、「気軽に相談できる体

制をつくること」が 42.5％、「支援を必要とする人やそのニーズを把握できるようにすること」が

31.5％、「助け合い・支え合い活動に対する、行政の支援を充実させること」が 27.8％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは、問９にあるボランティア活動をしていますか 

「活動したことはなく、今後も活動しないと思う」が 29.0％と最も多く、次いで「現在は活動して

いないが、過去に活動したことがある」が 25.6％、「活動している」が 19.7％、「活動したことはな

いが、今後は活動したい」が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.6

47.4

42.5

31.5

27.8

23.6

20.6

20.3

18.3

3.6

6.4

1.7

0% 20% 40% 60%

地域に住む人同士が互いに理解しあい、助け合う意識を深めること

住民自らが地域のつながりをもつように心がけること

気軽に相談できる体制をつくること

支援を必要とする人やそのニーズを把握できるようにすること

助け合い・支え合い活動に対する、行政の支援を充実させること

自治会が中心となって住民同士の交流などの地域活動を積極的に実施すること

自治会が中心となって地域における助け合い・支え合いの仕組みを整備すること

助け合い・支え合い活動に対する、社会福祉協議会などの団体の支援を充実させること

地域の福祉団体やボランティアの活動が充実すること

その他

特に必要と思うことはない

無回答

ｎ=699

19.7

25.6

19.5

29.0

6.2

0% 10% 20% 30% 40%

活動している

現在は活動していないが、過去に活動したことがある

活動したことはないが、今後は活動したい

活動したことはなく、今後も活動しないと思う

無回答

ｎ=699
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問10 今後、ボランティア活動の輪を広げていくために、どのようなことが必要だと思

いますか（複数回答） 

「ボランティア活動についての情報提供を積極的に行う」が 29.0％と最も多く、次いで「ボラン

ティア研修を開催し、人材を養成する」が 25.3％、「学校教育の一環としてボランティア活動を

活発に行う」が 23.9％、「企業などがボランティア休暇を認めるなどの特別な配慮をする」が

22.5％、「ボランティアに交通費などの実費を補助する」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 福祉サービスに関する情報をどこで見聞きしていますか（複数回答） 

「広報紙」が 70.7％と最も多く、次いで「新聞・雑誌・テレビ・ラジオ」が 29.0％、「知人・友人」

が 16.3％、「社会福祉協議会」が 15.9％、「役場」が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.0

25.3

23.9

22.5

18.9

18.3

17.7

16.9

1.4

17.2

8.4

0% 10% 20% 30% 40%

ボランティア活動についての情報提供を積極的に行う

ボランティア研修を開催し、人材を養成する

学校教育の一環としてボランティア活動を活発に行う

企業などがボランティア休暇を認めるなどの特別な配慮をする

ボランティアに交通費などの実費を補助する

地域でボランティアポイントや有償ボランティアの仕組みができる

地域での子どものボランティア活動を活発に行う

ボランティア活動に関する相談や拠点となる場所を提供する

その他

わからない

無回答

ｎ=699

70.7

29.0

16.3

15.9

15.2

12.0

8.3

8.2

6.0

5.9

4.3

1.3

6.2

0.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

広報紙

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

知人・友人

社会福祉協議会

役場

和寒町のホームページ

インターネット

保健師・栄養士

地域包括支援センター

ケアマネージャー

民生委員・児童委員

子育て支援センター

どこからも入手していない

その他

無回答

ｎ=699
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問14 だれもが住みなれた地域で安心して暮らしていくために、どのようなことが必要

だと思いますか。（複数回答） 

「社会保障制度（年金・医療・介護）の安定を図る」が 42.3％と最も多く、次いで「福祉や保健

に関する情報提供を充実させる」が 36.1％、「支援を必要とする人の多様なニーズにこたえられ

るような豊富な種類のサービスを用意する」が 27.5％、「さまざまな人が気軽に集まれる居場所

をつくる」が 20.6％、「福祉や保健に関するサービスを提供する事業者を増やす」及び「多くの町

民が福祉や保健に関する関心を高められるような啓発を行う」が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.3

36.1

27.5

20.6

17.2

17.2

15.0

13.7

10.7

10.6

9.9

4.1

1.4

2.0

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社会保障制度(年金・医療・介護)の安定を図る

福祉や保健に関する情報提供を充実させる

支援を必要とする人の多様なニーズにこたえられるような豊富な種類のサービスを用意する

さまざまな人が気軽に集まれる居場所をつくる

福祉や保健に関するサービスを提供する事業者を増やす

多くの町民が福祉や保健に関する関心を高められるような啓発を行う

地域における福祉や保健に関する活動の中心となる人材(地域福祉のリーダー)を育てる

町民間の調整や町民と関係団体をつなぐ人材(地域福祉のコーディネーター)を育てる

道路・商店・医療施設・公共施設・公共交通機関などのバリアフリー化を進める

学校などでの福祉や保健に関する教育を充実させる

福祉や保健に関するボランティア活動を活発にする

地域福祉活動の拠点となる場所(サロン)をつくる

地域福祉活動を支えるための会費や寄付を募る

その他

無回答

ｎ=699
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問15 あなたが思う「福祉」の対象になる人は、どのような人だと思いますか（複数回

答） 

「ひとり暮らしの高齢者」が 76.4％と最も多く、次いで「寝たきりの高齢者」が 66.5％、「障がい

者（児）」が 60.8％、「高齢者や障がい者を介護している家族」が 59.9％、「自力で買物に行け

ない人」が 56.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.4

66.5

60.8

59.9

56.7

49.5

39.1

38.1

37.6

33.8

33.2

27.9

27.6

27.6

26.9

25.6

25.5

22.5

17.7

16.7

15.6

13.7

12.7

12.2

12.0

11.3

10.3

9.0

6.3

1.0

3.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らしの高齢者

寝たきりの高齢者

障がい者(児)

高齢者や障がい者を介護している家族

自力で買物に行けない人

自力で公共交通機関を利用できない人

虐待を受けている人

ひとり親世帯の親子

低所得家庭の子ども

※DVの被害を受けている人

いじめを受けている人

子育て中の親

近所の付き合いがなく孤立している人

失業などによる困窮者

うつで悩んでいる人

不登校の児童・生徒

自宅に引きこもっている人

妊娠中の人

他人とのコミュニケーションが苦手な人

犯罪被害者やその家族

自殺者の家族・親族

犯罪加害者の家族

外国籍・日本語のわからない人

ごみ屋敷の住人

アルコールや薬物の依存症の人

刑務所を出所した人(元受刑者)

ギャンブル依存症の人

多額の借金を負っている人

頻繁にクレーム、文句を言う人

その他

わからない

無回答

ｎ=699

※ドメスティックバイオレンス(DV)は配偶者や恋人
など親密な関係にある者から振るわれる暴力のこと 
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問16 地震や水害等の災害時における地域の助け合いは、非常に重要なことです。

あなたの住む地域における災害時の備えとして、どのようなことが重要だと思

いますか 

（複数回答） 

「危険箇所の把握」が 48.1％と最も多く、次いで「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」が

42.6％、「地域の避難行動要支援者の把握」が 30.8％、「地域における援助体制の構築」が

29.3％、「地域での避難訓練」が 27.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 和寒町社会福祉協議会が「地域福祉の推進」を目的として活動していることを

知っていますか 

「知っている」が 62.7％、「知らない」が 33.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.1

42.6

30.8

29.3

27.2

26.2

23.7

10.2

0.4

3.7

0% 20% 40% 60%

危険箇所の把握

日頃からのあいさつ、声かけや付き合い

地域の※避難行動要支援者の把握

地域における援助体制の構築

地域での避難訓練

避難行動要支援者に対する情報伝達体制の構築

災害対策の学習会

災害ボランティアの育成

その他

無回答

ｎ=699

知っている 62.7%

知らない

33.8%

無回答 3.6%

ｎ=699

※災害時に自ら避難することが困難であって、避難
するために特に支援を要する人 
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問20 地域福祉と聞いて、次のうちどれをイメージしますか 

「地域のだれもが、安心して生活できるように支援すること」が 51.8％と最も多く、次いで「地域

の高齢者が、安心して生活できるように支援すること」が 21.0％、「地域の人たちが社会福祉関

係者と協力して、地域社会の福祉課題の解決に取り組むこと」が 14.3％、「地域のだれもが、安

心して生活できるように介護サービスを推進すること」が 8.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25 和寒町社会福祉協議会に対してどんなことを期待しますか（複数回答） 

「福祉に関する総合的な相談窓口」が 59.7％と最も多く、次いで「特別養護老人ホームの充

実」が 48.1％、「高齢者支援に関わる活動」が 44.3％、「デイサービスセンターの充実」が

41.3％、「福祉に関する情報提供」が 41.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.0

51.8

8.4

14.3

1.0

3.4

0% 20% 40% 60%

地域の高齢者が、安心して生活できるように支援すること

地域のだれもが、安心して生活できるように支援すること

地域のだれもが、安心して生活できるように介護サービスを推進すること

地域の人たちが社会福祉関係者と協力して、地域社会の福祉課題の解決に取り組むこと

その他

無回答

ｎ=699

59.7

48.1

44.3

41.3

41.2

28.3

28.2

27.9

24.9

23.3

20.5

20.3

18.3

16.7

16.2

16.0

15.0

2.4

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

福祉に関する総合的な相談窓口

特別養護老人ホームの充実

高齢者支援に関わる活動

デイサービスセンターの充実

福祉に関する情報提供

障がい者(児)支援に関わる活動

福祉に関する人材養成

見守りや支え合い支援の推進

判断能力に不安がある人への支援

健康づくりや生きがい事業の実施

災害対策に関する活動

子育て支援に関わる活動

ボランティアに対する相談・斡旋

福祉教育に関わる活動

居場所づくりの充実

自治会活動への支援

人、物、組織をつなぐコーディネート業務

その他

無回答

ｎ=699
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・問２６②あなたは町の福祉全般について、どのように思っていますか 

「特になし」が 42.8％と最も多く、次いで「現状で満足している」が 34.8％、「自由記述」が

9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 年齢について教えてください。(アンケートにお答えいただいた日現在の年齢で

お答えください) 

「６０歳代・7０歳代」が 39.8％と最も多く、次いで「４０歳代・５０歳代」が 25.9％、「８０歳以上」

が 16.3％、「１０歳代・２０歳代・３０歳代」が 13.7％となっています。 

 

 

  

42.8

34.8

9.2

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特になし

現状で満足している

自由記述

無回答

ｎ=699

13.7

25.9

39.8

16.3

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１０歳代・２０歳代・３０歳代

４０歳代・５０歳代

６０歳代・7０歳代

８０歳以上

無回答

ｎ=699
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第３節 和寒町の現状やアンケートから見える課題 

 

❖地域の活力や機能の維持、支え合い意識の向上  

少子化や高齢化、核家族化の進行、プライバシーの重視等により、地域によっては町民

同士のつながりが薄れ、支え合いの低下が見受けられます。  

核家族化、ひとり暮らし世帯の増加により、周囲の気づきやつながりを維持していくこ

とが難しくなってきています。 地域における孤立を防ぐ場や介護予防機能が求められて

います。 

  

❖地域での活動を担う人材の育成  

地域で起こる困りごとや福祉課題は多様化しているほか、担い手の不足や固定化、高齢

化が懸念されます。一人ひとりが自分にできる支援を行う意識を持ち、地域での活動に参

加するとともに、活動を担う人材の育成に努める必要があります。 

 

❖制度の狭間にある住民への対応・包括的な支援の構築  

高齢者・障がいのある人、子育て家庭、特別な支援が必要な子どもといった対象ごとの

課題に加え、孤立、自殺、虐待の社会問題化、子育てと介護の同時進行や高齢の親と無職

独身の子の同居といった複数の課題を同時に抱えるケース等、現行の制度では解決が難し

い課題が複雑化、複合化しつつあります。 

 

❖地域共生社会への取り組み  

地域住民による支え合いと行政による公的な支援を連動させ、地域を「丸ごと」支える

包括的な支援体制を構築し、切れ目のない支援を実現することが求められています。 
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❖福祉サービスの利用につながる仕組み・質量の確保、向上  

いつでも情報の入手や気軽に相談ができ、必要な支援につながるよう、わかりやすい情

報の発信や身近な相談支援体制が必要です。  

福祉サービスを必要とする人や福祉活動に参加を希望する人が必要とする情報を入手し

やすい仕組みが重要であり、適切な情報やサービスを提供できるよう、引き続き、相談支

援体制や情報提供の充実が求められています。 

特に、社会福祉協議会が行っている様々な事業について、アンケートの結果から町民の

意識に十分に浸透しているとは言えないことが明らかであり、「社協だより」だけでなく

SNSなどの媒体を活用して周知する必要があります。 

 

❖互いを認め合う社会・権利擁護の推進  

あらゆる世代で人権尊重意識、福祉意識の醸成を図ることをはじめ、支援の必要な人に

向けた権利擁護制度の周知、事業者における権利擁護の徹底、偏見や人権侵害事例を発

見・対応する関係機関との連携強化が重要となります。 

権利擁護制度の普及・啓発に努めるとともに、安心して福祉サービスを利用できるよう

援助や成年後見制度の活用等を図り、関係機関とのネットワークを充実しつつ、生活を支

援していく必要があります。 

 

❖安全安心な地域社会・福祉のまちづくり  

地域の安全は住み続けていくための地域生活に不可欠な要件です。そのため、避難行動

要支援者対策など平常時から要援護者も安心して、より良い暮らしのできるよう地域安全

対策を進めていくことが必要です。 


